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古代九州の各国の衰勢の歴史が書かれています。右隅に縦書きで、 s  ℓ  l  o  r  s と書かれ

ていますが、これは後に解読しようとした人が、その行内の文字の判別が難しかったので、メモ
したものです。それぞれ　k<>r  um<>um  um<>um  da<>a  r<>k  k<>r  で悩んだ様です。
その文字はここでは、本文には含めません。

paatsar dapaatsb nadaqtsb dapaatsb nadapsb said aatfar aapatb nadafazi
大半のボスはダプアアト国、ナダクツ国、ダプアアト国、ナダプ国では長老だった。
遠い土地を加えて解体し豊かになれなかった。

kdar batqb nadaqaid daqaum saum aumaatsb sand aaqab umqar aaqab rdazi
完全に豊かな地域は自助が無く、自立希望の指導者はダウムアアト国だった。
国土から人が離れ、色々な小さな土地から人が離れ周りの仕事になった。

sum baqab qaid aumaatb nadaqaid saumb rs s umbatsb nadafttsb fatsb umdaumb
合わせた指導者は少しの助けで家に人を増やし、自助の無い跡継ぎは周りを集めた。
スウムバット国、ナダフツツ国、フアト国は色々な家の人だった。

nadaqaasb nadaqaum saum aumaatfb umaasb batsb aats daftsb nadaftsb dafar
ナダクアア国は自立希望が無く、指導者は家を見栄え良くしたウムアア国だった。
豊かな国がまとまったダフト国、ナダフト国は豊かな土地で農地だった。

nadaqtts aatsb qb daqtsb umaatsb sar dasb saatsb sar daumaatsb daftsb nadaqb
統治の無い集まりが国を加え、地域はダクト国、ウムアアト国になり、ボスは成長した。
スアアト国のボスはダウムアアト国、ダフト国を支配しなかった。

nadaqtsb rbatb nadaum aatb daum aatb qtts kdaum qtb sb qtsb nadaqaum sar daumb
ナダクト国は引き離されて家が無し人が増えた。家に人が増え小さく集まった。
後にクツブ国、クツ国になり自立希望は無くボスは家の人だった。

daataid aattsb nadaqaum said battqb nadaqb kbatsb ftsb daftsb ftsb fdaraum
支配された支援のアアツツ国は自立希望が無く、長老は多く無い地域を支配しなかった。
後の豊かな国はフト国、ダフト国でフト国は遠い土地が希望だった。

nadaum batqab nadaqtsb nadaqtsb nadaqaumb kdar aatsb nadaqb daumbafb nadaqbsb
家が無く悪い地震はナダクト国にあり、ナダクト国は自立希望の無い人だった。
後にダラアアト国は支配が無く、家は遠い人に従いナダクブ国となった。
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kaum daum daumaid daumqtb daumbats nadaqaumb nadaqar aatsb nadaqaid fb umbatsbnada
領地の家は家の利があり、家は小さい国でも、家は肥沃で自立希望の無い人だった。
自立地でない国を加え、自助が無く見えたウムバ国は小さくはなかった。

dasaatsb nadaumbasb badaqbasb nadaqaid dar batsb nadaumdaumqttsb nadaqaumdazi
ダスアアト国、ナダウムバ国、バダクバ国は自助が無く農地は豊かな国で
家の無いダウムクツツ国は自立希望が無いのが務めだった。

kaum batsb qaid nadaqaid batqab ums kand fab umbatsb
領地は肥沃で後の助けは自助が無かった。
悪い地震で色々集まった。しかし地震はウムバット国であった。

次の図は九州を中心とした、勢力図となります。
そして、左の４人(国)と右の６人(国)が対立している様子を示しています。

左から①～⑩とします。地名の判断は困難です。

①　 daqbab 自立勢力 karaum 後の土地に希望

② sdaqaum 自立希望が集まる sardaum ボスの家

③ saumsb 指導者の国 saumbas 指導者のそば

④ saumqar 指導者が小さな土地 nadaqaum 自立希望が無い

⑤ sumb 色々な人の集まり darb 農民

⑥ dafb 争い umaab 色々な幾らかの人

⑦ sarb 生まれて集まる saum 指導者

⑧ saumsb 指導者の国 nadafts 貧しく無い集り

⑨ rqaum 周囲に小さな希望 bqtsb 後の国

⑩ daumqaab 家が小さいだけ dafdaumb 豊かな家の人
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南海トラフ地震の続きのお話しです。西暦前10年頃に南海トラフ巨大地震が発生し、九州四国
は大津波に遭い壊滅しました。そして、九州の多数の人々は津波の来ない奈良へ移動しました。
今回の地震はその後の西暦２００年頃に発生した地震の事でしょう。

fdaumbatdar nadaqaum sar daumqtsb dardaum qaatb daqaid aumaatb daqar batqb stsb qtsb
遠い家は豊かな土地で自立希望が無くボスは家を小さく集めた。農地や家が狭い国は自助で
家に人を増やした。自立地は豊かな地域でスト国、クト国だった。

nadanadaqttb daumqaid nadaum battsb nadaqumr battsb nadaqaum dar aatb nadaqar daum and
小さく無い不統治国は家の恵みがあった。家の無いバツツ国、統治されない農地のバッツツ国は
自立希望が無く農地に人を増やし不自立地は家と一緒だつた。

sumbatsb nadaqaid saum nadaum danaum daumbattsb aattb saum daumbattb nadaqaid daumdaum
ウムバット国に集まった自助の無い指導者は家が無かった。家の無いダウムバツツ国は国を
加えて家に集めた。家の多い国は自助が無く次々と家ができた。

kdaumbatsb nadaqaid batb naaid aumbatb daum batb nadaqb nadaum aattb aata ar batdaumda
後にダウムバット国は自助が無く変化し、助けが無く家が変化した。
家が無く国を加え現在の土地に豊かな家を小さく作った。

daumbattb nadaumbatb nadaqaid daqand aaardar
家の多い国は家が無くなり変化し、自助なしに成立し、所有地や農地になった。
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pdaqaid daqttsb ar aatkb kdaum batb nadaqtsb nadaftsb daumqtsb aatb faum sb nadaum
わずかな自助でダクツツ国は農地が守られ、後に家が変化し自立的でないナダクト国、
ダウムクト国となり、人が増えたフアウム国は家が無かった。

daumbattk daumbatqab nadaqaid daum aatsb nadaum aatsb nadaum qttb nadaumaatsb aaumumb
家は契約に従い家に悪い地震では自助が無く、ダウムアアト国は家の無い国を加え
家の無い小さな国はナダウムアアト国になり人々を加えた。

bbatb nadaqar daumaatsb nadar dand daqttsb nadaqtts nadaqttb nadaqttb daftb nadaqb sb
事実不自立地のダウムアアト国は農地が無く悪くダクツツ国は不自立が集まり、不統治国だった。
不統治国は豊かな国で支配の無い国だつた。

baatb nadafaid batqab nadaqtsb nadaqtsb umbatqab nadaqaid saum fdaum aumaatsb
纏めた国は十分な支援が無く悪い地震がナダクト国、ナダクト国にあった。
色々悪い地震で自助が無くても、指導者が豊かな家はダウムアアト国だった。

nadaqaid daumbattb nadaqaid sardaum batsb nadaqtsb nadaqttsb nadafar daumbatsb daumsb
自助の無い家の多い国でも、自助の無いボスの家は豊かな国で、ナダクト国、ナダクツツ国は
豊かで無い土地で、ダウムバット国は家国家だった。

nadaqtar aatsb batqab sdaum baattsb kaidda daum aattsb nadaqar dafar saum sand
統治されていない土地に国が増え指導者の家が集まった、ブアツツ国は後の助けが少なく
家を国に加えた。不自立地の豊かな土地はボスの国土だった。

pdar batb daqaid aatsb nadaum batdaum daumatsb
わずかな農地は変化し、自助で家加え、家の無い多くの家はダウムアアト国になった。
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大変読みにくいのですが、挿絵を挟んで文章は続きます。

dafaum dapaum daqttb umdaum daumdaum qdaumqtsb nadaqtsb nadaqb umpaasb nadafasb umdaum
豊かな希望や多い希望は自立的で色々な家にあり、次々と家ができた。
クダウムクト国、ナダクト国は支配せず、ウムパアア国、ナダフアア国などの国であった。

bftsb daqbatb nadaumqttb umaasb kdand daum dafttsb
ブフト国は自立に変化し家の無い小さな国で、ウムアア国は後は悪く家はダフツツ国になった。

bqttaab nadaqttsb sand daum daumbattb nadaumb
後からは全てナダクツツ国の国土で、家はダウムバット国で家の無い人だった。

daftsb dafttb naaumaatb nadaqtb daumsb daumbumb
ダフト国は貧しい国で家が無く人が増え、自立国でないダウム国は家の人は色々な人だった。

dafttb k batb nadaum sb nadaqar batb umsb
若い国は後に変化しナダウム国は自立希望が無く変化し色々な国になった。

nadaftsb nadaqaum said said danadaqb sand
ナダフト国は、自立希望が無く元の長老は小さく支配の無い国土だった。

daqtsb ntq bftsar daumb daqaum battsb nadafttsb nadaqttb umb
ダクト国はそれぞれ小さく新しいボスは家の人だった。
自立希望のバツツ国、ナダフツツ国は自立的でなく色々な人だった。

kaumaatsb kaumqtsbqttsb nadaqaid dafaid batfb
後にダウムアアト国、後にダウムクト国、ブフツツ国は自助が無く豊かな援助で見栄良くした。

nadaqtsb nadaqdaum daumqaum dafatb batsb dafdaum aaqatb umsb
ダクツ国はそれぞれ小さく、新しいボスは家の人だった。大国で豊かな国で豊かな家は離れて
色々な国になった。

bqtbatb daumqtsb daumqtsb nadaum aatb
後から変化したのはダウムクト国で、ダウムクト国は家が無く人が増えた。

nadaqtb daumaatsb daftb dardaum
統治の無いダウムアアト国は豊かな国で、農地も家も同様だった。


